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「 日 本 海 洋 政 策 研 究 会 」 
第 1 回年次大会開催について 

（第 1 次） 
 

日 本 海 洋 政 策 研 究 会 
第 1 回年次大会実行委員会 

 
１． 開催要領 

・日  時  ： 2009 年 12 月 6 日（日）9：30～ 
・場  所  ： 東京大学（本郷）小柴ホール 
・参加人員 ： 100～150 名 
・開催方式 ： 大会議室１会場方式 
・参 加 費 ： 午前・午後セッションは無料、交流・懇親会は会費制 

 
２． 統一テーマ ： 「総合的な海洋政策の形成を目指して」 
 
３． プログラム（暫定） 

9：30 開  会 ： 
○ 会長挨拶 
○ 来賓挨拶  

9：45  基調講演 ： 
○ 「海洋政策研究はなぜ必要か？」 
○ 「海洋ｴﾈﾙｷﾞｰ・鉱物資源開発と海洋の総合的管理」 など 

11：00 パネルディスカッション ： 
         ○ テーマ「海洋の科学技術と政策」 
         ○ パネリスト：各分野（学会）より推薦 

12：30 昼 食  
13：30 応募論文発表 (1)： 

○ 30 分×2～3 本 
＊ 論文募集要領：別添のとおり 

15：00 休 憩 
15：15 応募論文発表 (2)： 

○ 30 分×2～3 本 
16：45 閉会挨拶 
17：00 閉 会 
17：30 交流・懇親会 

以上 
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別添 

「日本海洋政策研究会」 第 1 回年次大会 

論文募集要領 （Call for Papers） 

 
日 本 海 洋 政 策 研 究 会 

  第 1 回年次大会実行委員会 
 

 わが国の海洋政策のあり方をめぐって多角的な視点からの論議を行う場として、

平成 20 年 11 月に「日本海洋政策研究会」（会長：小宮山宏・㈱三菱総合研究所理

事長／東京大学総長顧問）が発足しました。 
この度、第 1 回の全国大会を開催するにあたり、下記要領にて、発表論文を募集

します。奮ってご応募ください。 
記 

１．発表論文募集要領：  
  ○ 応募形式：タイトル、発表者の氏名（ふりがなを付ける。連名の場合は、発表 

予定者を第１執筆者として表記）・所属および職名・連絡先（電話 
番号および e-mail アドレス）を記し、数行あけてからアブストラクト 
本文を記してください。 

    
○ 留意事項：論文アブストラクトの作成にあたっては、海洋基本法・基本計画で

掲げられている基本的施策 12 項目（下記参照）のいずれかに関

連したテーマを選定いただき、タイトルを自由に決めてお書きくだ

さい。なお、第 1 回年次大会統一テーマ「総合的な海洋政策の形

成を目指して」の趣旨に沿って、政策的視点でのまとめがなされる

ことが望ましい。 
－海洋資源の開発及び利用の推進  
－海洋環境の保全等  
－排他的経済水域等の開発等の推進  
－海上輸送の確保  
－海洋の安全の確保  
－海洋調査の推進  
－海洋科学技術に関する研究開発の推進等  
－海洋産業の振興及び国際競争力の強化  
－沿岸域の総合的管理  
－離島の保全等  
－国際的な連携の確保及び国際協力の推進  
－海洋に関する国民の理解の増進等  
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○ 原稿書式：アブストラクト原稿は、日本語で、Ａ４判、横書き、1,000 字以内、

図表類は字数に含まず 1 点まで。Word 形式で、フォント、行数お

よび 1 行の字数は適宜、設定してかまいません（例：40 字×25
行で 1,000 字に相当）。 

   
○ 応募資格：年令、性別、住所（居住地）、国籍、本研究会の会員・非会員を

問いません。 
 

○ 提出方法：来る 9 月 10 日(木)必着で、原稿を pdf にして、添付ファイルによ

る e-mail 送信で、下記の日本海洋政策研究会事務局まで提出

してください。 
    

○ 採用審査：アブストラクト審査方式とし、第 1 回年次大会実行委員会に設置

の審査委員会でアブストラクト内容を審査します。10 月初旬に審

査結果を本人に通知するとともに、採択分については開催前に

公表予定のプログラムに掲載します。 
            なお、採択分については、提出アブストラクトにもとづいた論文を、

当日発表用のプレゼン資料として別途、準備していただくことに

なります（前掲、暫定プログラムを参照。発表要領は採択通知以

降に別途通知します）。 
 
２．第 1 回年次大会開催概要 

○ 日  時 ： 2009 年 12 月 6 日（日）9：30～17:00 （終了後、交流・懇親会） 
○ 場  所 ： 東京大学（本郷） 小柴ホール 
○ 参加費 ： 無料 （ただし交流・懇親会は会費制） 

   ○ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ： (1) 開会挨拶 
      (2) 基調講演 

(3) パネル・ディスカッション 
                 (4) 応募論文発表（発表 20 分、討論 10 分、合計 30 分／件） 
              (5) 閉会挨拶 

 
３．本件に関する問い合わせ先およびアブストラクト提出先 

日本海洋政策研究会事務局 （海洋政策研究財団企画グループ内） 
〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1-15-16 海洋船舶ﾋﾞﾙ 

               Tel：03-3502-1963  Fax：03-3502-2127  
E-mail：t-sendo@sof.or.jp （担当：仙頭） 


